
新年あけましておめでとうございます。 

 新年に入ってもオミクロン株による新型コロナウイルス感染症が急速に広がってきています。年末には少し落ち着いてきた

かと思えば、また流行するといった状況を繰り返し、コロナとの戦いが早 3年目を迎えようとしています。小さなことからで

きる感染対策（ウレタンではなく不織布マスクなど）をみんなで行い、皆様が感染症に打ち勝っていくことを切に願っており

ます。この急激な社会全体の変化によって、子供たちが身体的にも精神的にも大きな影響を受けていることは間違いありませ

ん。成長期に人との繋がりが大切な時期に、「できるだけ密にならないように」、「大きな声を出さないように」、「マスク

をして静かに過ごしましょう」、と子供達の生活に大きな制約を課すこととなっています。さらに、身体能力の落ち込みも顕

著になってきています。また、ご家族の仕事への影響、失業、時短、在宅勤務などが家族生活にも大きな影響をきたしていま

す。ここでは語り尽くせないほどのさまざまな問題が生ずるものと考えていかなければなりません。  

 このようなことから、ますます我々小児科の役割として、病気をみるということのみならず、家族支援、子育て支援に力を

注いでいく必要性を感じています。まず、皆様とのコミュニケーションを十分に取ることが重要です。人とのつながりを大切

にするために、診療中、想像力（何が困っているかなど）をフルに働かせ、笑顔を絶やさず、こどもたちと触れ合っていきた

いと、職員一同再認識し、新年を迎えているところです。皆様に取りまして健やかな一年となりますように。院長 森本雄次 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

① 心配せず信じてあげる 

心配すること＝信じていないことになる 

（例）◆今度のテストできるの？ 

   ◆今日は忘れ物ない？ 

 

親がすること＝信じてあげる 

   ◆きっとうまくいくよ 

   ◆あなたなら大丈夫 

   ◆次はきちんとできる   

   ◆お母さんはあなたを信じている 

 

◆私は私のままでいいんだ 

◆私は愛される価値があるんだ 

◆存在の価値。モチベーションが高い 

心が傷つく 

自信を無くす 

能力の低下 

自己評価の低下 

 

◆コミュニケーションが苦手・キレやすい 

◆イライラする。◆ストレスに弱い 

◆こだわりが強い。◆依存する 

自信をもって

人生を歩む 

第 ７ ５ 号 

２ ０ ２ ２ 年  

冬 号 

 自己肯定感とは・・・自分自身を価値のある存在として受け入れられる感情のこと 

           性格の土台となるので大切 

 

 

自信がもてる 

やる気アップ 

子どもの可能性を引き出す 

まだまだ終息の兆しが見えないコロナ禍において生活様式の変化が余儀なくされる日々が続いています。その中で

も子どもとのおうち時間が多くなり、制限の多さにとまどうこともあると思います。貴重なこの時期を利用し、子ど

もの心への接し方（自己肯定感アップ）についてご紹介したいと思います。           看護師 白川 

高い人 

やる気が出ない 

ストレスがたまる 

【自己肯定感を育てるための子育て術】 

低い人 



 

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②アイメッセージ 

✖ ユーメッセージ（相手が主語） 

（例）何で友達をいじめたの？ 

   片付けしなさい！何度言わせるの！ 

   早くお風呂に入りなさい 

   

 

編集後記：ステイホーム生活もはや３年目。今ではすっかりステイホームのベテラン？になりつつありま

す。でも、今の状況が終わったら、どこにいこう、何しようと子どもと妄想にふけっています。早く妄想が実

現する状況になるように、いまできることを粛々とやり遂げていこうと思います。いつか来るその日まで。 

                       

⑤共感する ⇒人格に良い影響を与える 

日本人は感情の表現が苦手。幼い時に共感してもらえていな

いことが多い。 

（例）辛かったね。痛かったね。怖かったね。悔しかったね。 

    

 

◎ アイメッセージ（私が主語） 

（例）友達をいじめるなんてお母さん悲しい 

   出しっぱなしだとお母さん困るな 

   早く入ってくれるとお母さん助かるな 

 

気持ちを言葉に出していいんだよ。感情

を出していいんだよ。 

 

④ヨイ出しをする 

【ダメ出し】 

（例） 食事を残した時は何も言わず 

宿題が出来ていないことを叱らず 

 

 

③損・得で教える 

【損】 

（例）きれいに歯を磨きなさい！ 

   もっと字を丁寧に書きなさい！ 

   人の悪口を言うのはだめよ！ 

 

Point：お母さん○○○と．．．お母さんを言葉のはじめにつけると心に届きやすい魔法の言葉になる 

Point：『論で人は動かず 利で人は動く』 

心を開く：自分は大切

にされていると感じる 

【冬こそ体を動かそう】 

日が暮れるのが早くなり、まだ冬の寒さのせいで外出がおっくうになる冬は、大人も子どもも運動不足ななりがちですよね。実

際、冬の子どもの歩数は春や夏よりも 1500歩程度少なくなっているという調査結果もあります。とはいえ、風邪や怪我などの

リスクを考えると寒い日の外遊びは避けたい・・・と思ってしまうのも事実です。 

 冬は大人にとっては寒いだけでも、外で遊ぶことは子どもにとっては、新しい発見や成長があり、とても大切な事だといわれて

います。体力が向上し、強くなります。また、五感の発達も期待できるといわれています。外ではいろいろなものを見たり、木の

葉や花を触ったり、鳥の鳴き声を聞いたりと、自然とたくさんふれあい、自由に遊ぶことで、五感が健やかに発達し感性が豊かに

なってきます。風邪対策、防寒対策をしっかりとして外出しましょう。 

 また、どうしても外の寒さが厳しい時は、子どもと体を使った楽しい遊びやボール、タオル、新聞紙などの道具を使って工夫す

れば室内でも運動遊びができます。 

 私もほぼ毎日のように息子に「お母さん遊ぼう」と言われます。お散歩に自転車、お相撲に風船遊びなど「今日もかぁ～」「し

んどいなあ～」という気持ちがあると子どもに伝わり、泣いたり怒ったりします。少しの時間でも体を思いっきり動かし、向き合

うようにすると、子どもの顔はイキイキ。楽しそうな顔でこちらも元気になり、心も体もポカポカになります。お子さんが「体を

動かすのって楽しい！！」と思えるよう、たくさん触れ合って一緒に体を動かし、寒い季節を乗り切りましょう。 事務 横田 

【得】 

（例）清潔にしているともてるよ。 

   丁寧な字は人から信頼されるよ。 

   人のことばかり言うのはかっこうわるいよ 

【ヨイ出し】 

（例）全部食べたときに全部食べてくれてうれしい 

   出来たときに宿題全部できてすごいネ 


